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短 報

結 核 患 者 の 退 院 後 の 勤 務 に 対 す る 影 響
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We reported changes in the working status of pulmonary tuberculosis patients after the 

admission to our hospital. The age of patients ranged from 20 to 69 years old, and they 

were admitted to the 18th ward of our hospital from April 1991 to March 1993. We sent 
out the questionnaire to 198 patients, and the reply was sent back from 116 patients (Male 

74, Female 42).

Out of the 116 patients, we excluded the unemployed, the government employees, and 

self-employed workers. The remaining 76 patients were examined about their working 

status after admission, and the results were as follows; 2 patients lost their work, 11 

patients retired from the work, 2 patients faced the drop of their position, and 3 patients 
had their salary reduced.
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リファンピシンを含 む短期 強化療法 の普及 によ り,結

核患者の入院期間 は著 しく短縮 された。 しか し,結 核発

病 により入院生活 を余儀 な くされた人 々の,退 院後 の勤

務に対する影響は少 な くな いと考え られ る。 そ こで今 回,

その実態調査を行 った。

平成3年4月 か ら5年3月 までの2年 間に,当 院第
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表1　 勤務へ の影響

(公務員 ・自営業を除 く)

18病 棟 に新 た に入 院 した肺結 核症例(一 部非定型 抗酸

菌症例を含む)304名 中,20～69歳 の患者を対象 として,

平成5年9月 に郵送 によ り,年 齢 ・性別 ・職業 ・退院後

の勤務 の変化 について,無 記名 のア ンケー ト調査 を行 っ

た。 なお,調 査 時70歳 以下 に達 した症例,調 査時入院

継続中の症例,外 国人症例 は対象 よ り除外 した。

上記 条件 に合致 した対象者 は男性139名,女 性59名

の計198名 であ り,回 答者 は男 性74名(53%),女 性

42名(71%)の 計116名(59%)で あ った。 なお対象

者198名 の入 院期 間 は,男 性109日,女 性96日,平 均

で105日 と,全 国平 均 の8.35カ 月1)と 比較 して極 めて

短期間で あった。

職 業 は,男 性 で は無 職者8名,有 職者66名 であ り,

有 職者 の内訳 は,会 社員49名,公 務員2名,農 業 ・漁

業 を含 む自営業6名,パ ー ト2名,そ の他7名 であ った。

女性 では主婦 を含 め無職者22名,有 職者20名 であ り,

有職者 の内訳 は,会 社員14名,公 務員1名,農 業1名,

パー ト3名,そ の他1名 であった。

勤 務 に対 す る影 響 は,有 職者86名 のうち,公 務員お

よ び 自営業 を除 く男性58名,女 性18名 の計76名 で検

討を行 った。男性 は解雇1名,退 職7名,降 格2名,減

給1名 の58名 中11名,19%に,女 性 は解雇1名,退

職4名,減 給2名 の18名 中7名,39%に 著 しい勤務へ

の影 響 が認 め られ た。男女 合 わせ ると,76名 中,解 雇

2名,退 職11名,降 格2名,減 給3名 の計18名,24

%が,著 しい勤 務へ の影響が認 め られた(表1)。 なお

転勤 につ いて は,そ の判定が困難なため,今 回は検討 か

ら除外 した。

年 代別 の勤務 へ の影響 で は,男 性で は,30歳 代 で は

5名 中,退 職1名,40歳 代で は17名 中,解 雇1名,退

職2名,降 格2名,減 給1名,5o歳 代で は17名 中,退

職1名,60歳 代で は12名 中,退 職3名 で あった。女性

で は,20歳 代 で は6名 中,退 職1名,減 給1名,40歳

代 で は6名 中,退 職3名,減 給1名,50歳 代で は2名

中,解 雇1名 で あ った。男女 合計す ると,20歳 代で は

13名 中2名,15%,30歳 代 では7名 中1名,14%,40

歳代では23名 中10名,43%,50歳 代 では19名 中2名,

表2　 年代別 ・性別,勤 務への影響

11%,60歳 代 で は14名 中3名,21%と,働 き盛 りの

40歳 代 に最 も影響が著 しか った(表2)。

結核 による入院 のために勤務 に著 しい変化が生 じたの

か,あ るいは,結 核 に関係な く,単 に入院 した影響だ け

なのかは,今 回 のア ンケー ト調査か らは不明であ る。 し

か し,結 核 を発病 しなければ,入 院す る必要 はなか った

と考 えれば,結 核 による入院 のため と解釈で きる。退職

者 は11名 と最 も多 く,パ ー トの1名 を除 き,す べて会

社員 であ った。退職 は,自 主的 に退職 したのか,あ るい

は,周 囲 よ り退職せ ざるを得 ない状況 に追 い込 まれたの

か は不明で ある。

退職 の理 由は,入 院を機会 に体を大切に したいので仕

事 をやめたという女性や,そ ろそ ろ退職を考えていた と

ころ,結 核で入院 したの を機会 に退職 した とい う年配 の

男 性 の話 を聞 くこともあるが,働 き盛 りの30歳 代,40

歳代 の男性 も含 まれて おり,詳 細 は不明であ る。 また退

職者11名 を除 く65名 のうち,解 雇2名,降 格2名,減

給3名 の計7名,11%が 自分 の意思 とは無関係 に処分

されていた。対象者 の平均入院期間が105日 と全国平均

と比 較 して も短 いに もかかわ らず厳 しい内容で あり,弱

者であ る患者 をさ らに追 い詰 めないような配慮が必要で

あ ると考 え られた。

本論文の要旨は,第70回 日本結核病学会総会(1995,

名古屋)に て発表 した。
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